
「鳥取県子どもの貧困対策推進計画第二期（案）」についてのパブリックコメントの実施結果 

について 

令和２年３月１９日  

                               福 祉 保 健 課  

「鳥取県子どもの貧困対策推進計画第二期（案）」の策定にあたり、パブリックコメントを実施したので、

その結果を報告します。 

１ 実施結果 

（１）意見募集期間 令和２年２月１３日（木）から３月４日（水）まで 

（２）周知方法 

 ・県民参画協働課、各総合事務所、市町村窓口等におけるチラシの配架 

・ホームページ、新聞広告の掲載、県政参画電子アンケートにおける周知  等 

（３）意見受付件数  ２３２件 （１９７名） 

２ 主な意見と対応方針 

区 分 主な意見 対応方針 

趣旨・方針・

計画期間 

（５８件） 

・社会・地域全体で子どもを育てて

いく仕組みや気運の醸成が重要。 

・計画期間（令和2～6年度）5年

間以降も途切れず継続するよう長

期計画を考えるべき。（同意見3

件） 

【盛り込み済】 

・「１計画の趣旨」に地域や社会全体で子どものことを第

一に考えた対策の実施を記載済。 

【計画に反映しない】 

・この計画は、国の「子供の貧困対策に関する大綱」、県

の他の子育て等に関する計画と連動させる必要があるた

め、計画期間は５年とする。 

教育支援施策 

（５５件） 

・子どもたちが無料で学べる場を充

実させてほしい。（同意見8件） 

・低所得者世帯の子どもが大学に通

うための支援を盛り込んでほし

い。（同意見4件） 

・親の子育てや教育に対する意識を

醸成する取組を盛り込むこと。

（同意見7件） 

【盛り込み済】 

・地域における子どもの学習支援や放課後・土曜日におけ

る教育活動等の取組を推進することとしている。 

・大学就学のための無利子の貸付制度の活用について記載

済。 

【計画に反映】 

・家庭教育の推進として、親の役割や子どもの接し方を学

ぶ機会の提供を盛り込む。 

生活支援施策

（８６件） 

・子どもの貧困対策に、高齢者や学

生などのボランティアを活用して

はどうか。（同意見4件） 

・こども食堂の周知が足りていな

い。（同意見4件） 

・親や教師を経由せずに、子ども自

身が悩みなどを相談できるような

窓口が必要。（同意見3件） 

【計画に反映】 

・学習支援やこども食堂等の子どもの居場所において活動

するボランティアの確保や育成を進めることを盛り込

む。 

・こども食堂の拡充・取組充実に加え、県内の実施状況を

広く周知していくことを盛り込む。 

・子どもの悩みを聞き、気持ちを受け止め、一緒に解決方

法を考える取組への支援を盛り込む。 

保護者への就

労支援策 

（８件） 

・保護者の就労支援を充実させるこ

とが最優先。 

・特にひとり親世帯の労働状況を把

握し社会全体の問題として取組

を。 

【盛り込み済】 

・所得向上や職業と家庭の両立のための取組等を記載済。 

・ひとり親家庭の就業率等を踏まえ、就業支援の促進や能

力開発の取組について記載済。 

経済的支援策

（１件） 

・経済的支援は上限を設けるべき。 【盛り込み済】 

・施策ごとに限度額等を定めている。 

調査研究・推

進体制 

（８件） 

・貧困対策に係るアンケート調査や

対応している職員等の意見を吸い

上げた計画にしてほしい。（同意

見1件） 

【盛り込み済】 

・計画改訂にあたり、各支援団体や関係機関から、貧困対

策の取組の現状と課題や必要な支援等の意見聴取、アン

ケート調査を行い、具体施策に反映させている。 

その他感想等 

（１６件） 

 

・少子化、人口減少の中で、貧困の子どもだけは救ってあげたい。 

・鳥取に残ってくれている子どもたちにのびのびと暮らしてほしい。 

・継続した実施をお願いしたい。  

３ 今後の予定 

令和２年 ３月中   第二期計画の策定 

〃  ３～４月   計画の公表・周知 


